
職務の級及び職制上の段階ごとの職員数（令和７年４月１日現在）

公安職給料表　

（人） （％） 職名 （人） （人） （％） 段階

巡査 390

計 390

巡査部長 37

巡査長 465

巡査 14

計 516

巡査部長 507

巡査長 312

警部補 69

計 888

巡査部長 413

主任 2

課長補佐 3

課長（課長代理） 8

警部補 324

計 750

課長補佐 61

課長（課長代理） 63

警部補 547

副主幹 1

係長 1

主幹 2

計 675

係長 3

課長補佐 74

課長（課長代理） 46

調査官 8 課長
補佐級

課長 1

計 132

調査官 38

補佐 1

管理官 5

警察学校副校長 1

計 45

課長 11

監察官 2

理事官 2

隊長 3

署長 9

管理官 18

計 45

部長 1

参事官 8

サイバーセンター長 1

警察学校長 1

統括官 6

署長 5

計 22

3,463 -

（注１）　職員数には再任用職員（短時間勤務含む）を含む。

（注２）　端数処理の関係上、合計が100％と一致しない場合がある。

合計 内訳 職制上の段階

部
長
級

８級
１　警察本部の課長の職務
２　警察署長の職務
３　困難な業務を行う管理官の職務

９級
１　警察本部の部長又は参事官の職務
２　規模の大きい警察署長の職務

22 0.6%

52 1.5%
課
長
級

係
員
級

１　巡査部長の職務
２　巡査長の職務
３　高度の知識又は経験を必要とする巡査の職務

１　警部補の職務
２　高度の知識又は経験を必要とする巡査部長の職
務
３　高度の知識又は経験を必要とする巡査長の職務

2,140

係長級

1,202

61.8%

係員級

34.7%
係
長
級

750 21.7%

675 19.5%

390 11.3%

516 14.9%

888 25.6%

合計

職務
の級

級別基準職務表に規定する基準となる職務

１級 巡査の職務

７級
１　管理官の職務
２　困難な業務を行う調査官の職務

５級

１　高度の知識又は経験を必要とする警察本部の課
長補佐の職務
２　高度の知識又は経験を必要とする警察署の課長
又は課長代理（警部に限る。）の職務
３　高度の知識又は経験を必要とし困難な業務を行う
警部補の職務

６級

１　調査官の職務
２　高度の知識又は経験を必要とし困難な業務を行う
警察本部の課長補佐の職務
３　高度の知識又は経験を必要とし困難な業務を行う
警察署の課長又は課長代理（警部に限る。）の職務

２級

３級

４級

１　警察本部の課長補佐の職務
２　警察署の課長又は課長代理（警部に限る。）の職
務
３　高度の知識又は経験を必要とする警部補の職務
４　高度の知識又は経験を必要とし困難な業務を行う
巡査部長の職務

22 0.6%

132 3.8%

45 1.3%

45 1.3%

課
長

級

1.4%47
課
長

補
佐

級


